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マンホールトイレについて

マンホールトイレとは？

災害時に皆さんが避難する小中学校の水洗トイレは、給排水設備や電気設備な
どが機能してこそ成り立つシステムですが、地震などの災害発生時にいずれかの
機能が被害を受けると、水洗トイレは使用できなくなり、避難先でトイレが使え
ないという重大な問題が発生します。
マンホールトイレが設置されていれば、避難所の水洗トイレが使用できない状

況になっていても常時トイレを使用することができます。

マンホールトイレはなぜ必要か？

３時間以内

39%

６時間以内

34%

９時間以内

13%

12時間以内

6%
それ以上

8%

発災から何時間でトイレに行きたくなったか？ 仮設トイレが避難所に最初に設置された日

平成28年熊本地震での調査結果（出典：日本トイレ研究所）

6時間以内が
73％

3日以内の設置
66％

水洗トイレが
使えない

断水や停電、排
水管の損傷など
が原因で、トイ
レが使用できな
くなる

トイレがし尿
で一杯に

水が流れないト
イレでも使って
しまう

トイレに行く
のが嫌になる

臭い、汚い、暗
い、怖い、寒い
等、様々な理由
で嫌になる

飲まなくなる
食べなくなる

トイレに行くの
が嫌で、水分摂
取や食事を控え
てしまう

健康被害の
発生

エコノミークラ
ス症候群や持病
の悪化等の健康
被害
最悪の場合、死
に至ることも

避難所でトイレが使えない場合の健康被害発生の流れ

発災後、多くの方が6時間以内にトイレに行きたくなりますが、仮設トイレの
避難所への配置には数日かかる場合があります。また、トイレを我慢すること
で、健康被害が発生することも懸念されます。
マンホールトイレは、日常使用している水洗トイレに近い環境を迅速に確保

できるため、災害時の清潔なトイレ確保に貢献します。



【水源】
プール等の水

貯留弁あり。においが気になっ
たら弁を開放し、処理場へ放
流する。
（概ね1～2回/日の頻度）

要配慮者用

マンホールトイレの仕組み

マンホールトイレはマンホールの上に便座やテントを設置するだけで使用でき
ます。トイレ使用後は学校のプール等の水を使用して下水道へ直接流すので、臭
いも少なく衛生的です。
使用する便座やテントは、各小中学校の備蓄倉庫に保管されており、使用した

い時にすぐ使用できます。

マンホールトイレの仕組み（貯留方式）

マンホールトイレの普及・整備について

松山市公営企業局下水道管理課では、災害時の避難先でできるだけ早くトイレ
が使えるように、下水道処理区域のうち、指定避難所に位置づけられている小中
学校にマンホールトイレの整備を進めています。

お問い合わせ
松山市公営企業局 下水道管理課 TEL  089-948-6956

関連する市HPは
コチラ↑

マンホールトイレの設置状況（例） マンホールトイレの便座とテント設置状況

188cm

100cm

松山市下水道イメージキャラクター
「かめまるくん」
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